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特集にあたって
～ ｢新しい教科専門教育の可能性｣ ～

社会全体が大きな変貌を遂げていくなかで, 教師の担うべき役割は, これまで以上に多様化し, ま

た大きく変化していくことが予想されている｡ その際にあらためて問われてくるのが, 従来から学校

教育の機軸をなしてきた各教科を, どのようにとらえなおしていくのかという課題である｡

たとえば, 2017～2018年に公示された新しい学習指導要領は, そのことを強く意識し, 校種を越え

て全教科を連動させた新たな教科の位置づけを示している｡ また, 2017年11月の教育職員免許法施行

規則改正により, ｢教科に関する科目｣ と ｢教職に関する科目｣ 等の科目区分が ｢教科及び教職に関

する科目｣ に大括り化され, 教科に関する専門的事項と教科の指導法の一体化 (たとえば, それら両

者を融合した科目の開設や, 学校現場の教育内容を踏まえた授業の実施) が強く求められている｡ さ

らに, 2017年8月の ｢国立教員養成大学・学部, 大学院, 附属学校の改革に関する有識者会議｣ にお

いては, 教職大学院の教育内容の充実が提言され, 学校現場の実情に即した実践的な教科領域の教育

の導入, 学部と教職大学院との一体化が求められている｡ 教員養成課程において, これまで主として

｢教科に関する科目｣ を担ってきた教科専門教育は, 教科の中身に関する教育の具体的な内容・方法

の改善や開発を求められているのであり, これまでにない新たな課題に直面していると考えられる｡

教科専門教育は, 各教科の内容について, 高度な学術的・専門的素養を身につけることを通して,

教師としての資質・能力の育成を担ってきている｡ その役割はきわめて重要であるが, 教科・分野の

学術的・専門的多様性に規定されて, 役割の具体的内容は非常に多面的である｡ ただし, ｢教科内容

学｣ に関する研究は早くから進められてきており (１), また本学部において2006年度から開設された

｢教科内容構成研究｣ のように, 教科専門と教科教育を架橋する科目における教育実践も, すでに一

定の蓄積がある (２)｡

この機会に, 本学部の ｢教科内容構成研究｣ をはじめ, 教科専門教育に軸足を置きながら学校にお

ける教育実践的内容に踏み込む授業科目について, あらためて現状を確認し, 各授業科目の様子や魅

力, 教育養成学部ならではのさまざまな工夫のされ方について, 広く紹介したい｡ そのことによって,

新しい教科専門教育が果たすべき役割と方法について, 私たち教育学部担当教員が自ら検証・改善し

ていく手がかりとしたい｡

島根大学教育学部附属FD戦略センター長 長谷川博史

註� 西園芳信・増井三夫編, 2009, 『教育実践から捉える教員養成のための教科内容学研究』, 風間書房 新井知生,

2015, ｢｢教科内容学｣ 研究の成果と課題 ―教員養成カリキュラムにおける教科専門の授業の在り方を中心に―｣,

『島根大学教育学部紀要 (教育科学)』 第49巻� 島根大学教育学部, 2012, ｢教員養成学部における教科内容研究 ― ｢教科内容構成研究｣ 授業の実態と課題―｣,
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